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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　パケットベースの無線通信システム（１）の無線通信リンク（２）を介してＶｏＩＰ接
続を提供する方法であって、該無線通信リンク（２）が端末（１１）から基地局（１０）
へのアップリンク伝送経路（２ｕｃ、２ｕｓ）及び該基地局（１０）から該端末（１１）
へのダウンリンク伝送経路（２ｄｃ、２ｄｓ）からなり、該アップリンク及びダウンリン
ク伝送経路（２ｕｃ、２ｕｓ、２ｄｃ、２ｄｓ）の各々が制御チャネル（２ｕｃ、２ｄｃ
）及び少なくとも１つのデータチャネル（２ｕｓ、２ｄｓ）を有し、
　該方法が、
　該アップリンク伝送経路（２ｕｃ、２ｕｓ）及び該ダウンリンク伝送経路（２ｄｃ、２
ｄｓ）双方でネットワークリソースを連携的にスケジューリングするための連携制御メッ
セージ（２０ｄ）を生成するステップ、
　該連携制御メッセージ（２０ｄ）を該ダウンリンク制御チャネル（２ｄｃ）で送信する
ステップ、
　該連携制御メッセージ（２０ｄ）を該端末（１１）で受信するステップ、及び
　受信された該連携制御メッセージ（２０ｄ）によってトリガされ、該ＶｏＩＰ接続への
ネットワークリソースの持続的許可を該アップリンク伝送経路（２ｕｃ、２ｕｓ）及び該
ダウンリンク伝送経路（２ｄｃ、２ｄｓ）双方に割り当てるステップ
を備えることを特徴とする方法。
【請求項２】
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　請求項１記載の、パケットベースの無線通信システム（１）の無線通信リンク（２）を
介してＶｏＩＰ接続を提供する方法であって、該無線通信リンク（２）が端末（１１）か
ら基地局（１０）へのアップリンク伝送経路（２ｕｃ、２ｕｓ）及び該基地局（１０）か
ら該端末（１１）へのダウンリンク伝送経路（２ｄｃ、２ｄｓ）からなり、該アップリン
ク及びダウンリンク伝送経路（２ｕｃ、２ｕｓ、２ｄｃ、２ｄｓ）の各々が制御チャネル
（２ｕｃ、２ｄｃ）及び少なくとも１つのデータチャネル（２ｕｓ、２ｄｓ）を有し、
　該方法が、
　該アップリンク伝送経路（２ｕｃ、２ｕｓ）及び／又は該ダウンリンク伝送経路（２ｄ
ｃ、２ｄｓ）上で該ＶｏＩＰ接続にネットワークリソースの持続的許可を割り当てるステ
ップ、
　該アップリンク及び／若しくはダウンリンクデータチャネル（２ｕｓ、２ｄｓ）上での
アクティブな音声期間の終了（２４、２６、２７）の検出時に該ＶｏＩＰ接続に割り当て
られるネットワークリソースの該持続的許可を一時停止するための非活性化制御メッセー
ジ（２３０ｄ、２５０ｕ、２６０ｕ）並びに／又は該アップリンク及び／若しくはダウン
リンクデータチャネル（２ｕｓ、２ｄｓ）上でのアクティブな音声期間の開始（２３１ｄ
、２５１ｕ、２５２ｕ）の検出時に該ＶｏＩＰ接続に割り当てられるネットワークリソー
スの該持続的許可を再発行するための再活性化制御メッセージ（２１ｄ、２２０ｕ、２２
１ｕ）を生成するステップ、
　該非活性化及び／又は再活性化制御メッセージ（２３０ｄ、２５０ｕ、２６０ｕ、２１
ｄ、２２０ｕ、２２１ｕ）を該データチャネル及び／又は制御チャネル（２ｄｃ、２ｕｃ
、２ｄｓ、２ｕｓ）で送信するステップ、
　該基地局（１０）及び／又は該端末（１１）において該非活性化及び／又は再活性化制
御メッセージを受信するステップ、及び
　受信された該非活性化及び／又は再活性化制御メッセージ（２３０ｄ、２５０ｕ、２６
０ｕ、２１ｄ、２２０ｕ、２２１ｕ）によってトリガされ、該アップリンク及び／又はダ
ウンリンクデータチャネル（２ｕｓ、２ｄｓ）上で該ＶｏＩＰ接続に割り当てられるネッ
トワークリソースの該持続的許可を一時停止及び／又は再発行するステップ
を備えることを特徴とする方法。
【請求項３】
　請求項２の方法において、
　前記方法がさらに、
　前記アップリンク及び／又はダウンリンク伝送経路（２ｕｃ、２ｕｓ、２ｄｃ、２ｄｓ
）において、前記非活性化制御メッセージ（２３０ｄ、２５０ｕ、２６０ｕ）を、前記デ
ータチャネル（２ｕｓ、２ｄｓ）を介して送信されたデータパケットに添付するステップ
、及び
　受信された該非活性化制御メッセージ（２３０ｄ、２５０ｕ、２６０ｕ）にトリガされ
て、該アップリンク及び／又はダウンリンクデータチャネル（２ｕｓ、２ｄｓ）上で前記
ＶｏＩＰ接続に割り当てられるネットワークリソースの前記持続的許可を一時停止するス
テップ
を備えることを特徴とする方法。
【請求項４】
　請求項２の方法において、
　前記方法がさらに、
　前記アップリンク伝送経路（２ｕｃ、２ｕｓ）において、前記非活性化制御メッセージ
（２２０ｕ）を、前記端末（１１）から前記基地局（１０）への前記制御チャネル（２ｕ
ｃ）を介して送信された制御メッセージ、即ち、前記チャネル品質に関する制御メッセー
ジに添付するステップ、及び
　受信された該非活性化制御メッセージ（２２０ｕ）にトリガされて、該アップリンクデ
ータチャネル（２ｕｓ）上で前記ＶｏＩＰ接続に割り当てられるネットワークリソースの
前記持続的許可を再発行するステップ
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を備えることを特徴とする方法。
【請求項５】
　請求項２の方法において、
　前記方法がさらに、
　前記アップリンク伝送経路（２ｕｃ、２ｕｓ）において、前記再活性化制御メッセージ
（２２１ｕ）を明示的な制御メッセージとして、前記端末（１１）から前記基地局（１０
）へ送信される他の制御メッセージとは独立して前記制御チャネル（２ｕｃ）を介して送
信するステップ、及び
　受信された該再活性化制御メッセージ（２２１ｕ）にトリガされて、該アップリンクデ
ータチャネル（２ｕｓ）上で前記ＶｏＩＰ接続に割り当てられるネットワークリソースの
前記持続的許可を再発行するステップ
を備えることを特徴とする方法。
【請求項６】
　請求項２の方法において、
　前記方法がさらに、
　前記ダウンリンク伝送経路（２ｄｃ、２ｄｓ）において、前記再活性化制御メッセージ
（２１ｄ）を明示的な制御メッセージとして、前記基地局（１０）から前記端末（１１）
へ送信される他の制御メッセージとは独立して送信するステップ、及び
　受信された該再活性化制御メッセージ（２１ｄ）にトリガされて、該ダウンリンクデー
タチャネル（２ｄｓ）上で前記ＶｏＩＰ接続に割り当てられるネットワークリソースの前
記持続的許可を再発行するステップ
を備えることを特徴とする方法。
【請求項７】
　パケットベースの無線通信システム（１）の無線通信リンク（２）を介してＶｏＩＰ接
続を提供する基地局（１０）であって、該無線通信リンク（２）が端末（１１）から該基
地局（１０）へのアップリンク伝送経路（２ｕｃ、２ｕｓ）及び該基地局（１０）から該
端末（１１）へのダウンリンク伝送経路（２ｄｃ、２ｄｓ）からなり、該アップリンク及
びダウンリンク伝送経路（２ｕｃ、２ｕｓ、２ｄｃ、２ｄｓ）の各々が制御チャネル（２
ｕｃ、２ｄｃ）及び少なくとも１つのデータチャネル（２ｕｓ、２ｄｓ）を有し、
　該基地局が、
　該アップリンク伝送経路（２ｕｃ、２ｕｓ）及び該ダウンリンク伝送経路（２ｄｃ、２
ｄｓ）双方でネットワークリソースを連携的にスケジューリングするための連携制御メッ
セージ（２０ｄ）を生成し、及び
　該連携制御メッセージ（２０ｄ）を該ダウンリンク制御チャネル（２ｄｃ）で該端末（
１１）に送信して該アップリンク伝送経路（２ｕｃ、２ｕｓ）及び該ダウンリンク伝送経
路（２ｄｃ、２ｄｓ）双方で該ＶｏＩＰ接続へのネットワークリソースの持続的許可の割
当てをトリガするように適合された制御装置（１１３）を備える
ことを特徴とする基地局（１０）。
【請求項８】
　パケットベースの無線通信システム（１）の無線通信リンク（２）を介してＶｏＩＰ接
続を提供する基地局（１０）であって、該無線通信リンク（２）が端末（１１）から該基
地局（１０）へのアップリンク伝送経路（２ｕｃ、２ｕｓ）及び該基地局（１０）から該
端末（１１）へのダウンリンク伝送経路（２ｄｃ、２ｄｓ）からなり、該アップリンク及
びダウンリンク伝送経路（２ｕｃ、２ｕｓ、２ｄｃ、２ｄｓ）の各々が制御チャネル（２
ｕｃ、２ｄｃ）及び少なくとも１つのデータチャネル（２ｕｓ、２ｄｓ）を有し、
　該基地局が、該ダウンリンクデータチャネル（２ｄｓ）上でのアクティブな音声期間の
終了（２４）の検出時に該ＶｏＩＰ接続に割り当てられるネットワークリソースの該持続
的許可を一時停止するための非活性化制御メッセージ（２３０ｄ）及び／又は該ダウンリ
ンクデータチャネル（２ｄｓ）上でのアクティブな音声期間の開始（２３１ｄ）の検出時
に該ＶｏＩＰ接続に割り当てられるネットワークリソースの該持続的許可を再発行するた
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めの再活性化制御メッセージ（２１ｄ）を生成し、及び
　該非活性化及び／又は再活性化制御メッセージ（２３０ｄ、２１ｄ）を該データチャネ
ル（２ｄｓ）及び／又は制御チャネル（２ｄｃ）上で該端末（１１）に送信して、該ダウ
ンリンク伝送経路（２ｄｓ）上で該ＶｏＩＰ接続に割り当てられるネットワークリソース
の該持続的許可の一時停止及び／又は再発行をトリガするように適合された制御装置（１
０３）を備える
ことを特徴とする基地局（１０）。
【請求項９】
　パケットベースの無線通信システム（１）の無線通信リンク（２）を介してＶｏＩＰ接
続を提供する端末（１１）であって、該無線通信リンク（２）が該端末（１１）から基地
局（１０）へのアップリンク伝送経路（２ｕｃ、２ｕｓ）及び該基地局（１０）から該端
末（１１）へのダウンリンク伝送経路（２ｄｃ、２ｄｓ）からなり、該アップリンク及び
ダウンリンク伝送経路（２ｕｃ、２ｕｓ、２ｄｃ、２ｄｓ）の各々が制御チャネル（２ｕ
ｃ、２ｄｃ）及び少なくとも１つのデータチャネル（２ｕｓ、２ｄｓ）を有し、
　該端末（１１）が、該アップリンク伝送経路（２ｕｃ、２ｕｓ）及び該ダウンリンク伝
送経路（２ｄｃ、２ｄｓ）双方でネットワークリソースを連携してスケジューリングする
ために生成された連携制御メッセージ（２０ｄ）を受信し、
　受信された該連携制御メッセージ（２０ｄ）によってトリガされて、該アップリンク伝
送経路（２ｕｃ、２ｕｓ）及び該ダウンリンク伝送経路（２ｄｃ、２ｄｓ）双方で該Ｖｏ
ＩＰ接続へのネットワークリソースの持続的許可を割り当てるように適合された制御装置
（１１３）を備える
ことを特徴とする端末（１１）。
【請求項１０】
　パケットベースの無線通信システム（１）の無線通信リンク（２）を介してＶｏＩＰ接
続を提供する端末（１１）であって、該無線通信リンク（２）が該端末（１１）から基地
局（１０）へのアップリンク伝送経路（２ｕｃ、２ｕｓ）及び該基地局（１０）から該端
末（１１）へのダウンリンク伝送経路（２ｄｃ、２ｄｓ）からなり、該アップリンク及び
ダウンリンク伝送経路（２ｕｃ、２ｕｓ、２ｄｃ、２ｄｓ）の各々が制御チャネル（２ｕ
ｃ、２ｄｃ）及び少なくとも１つのデータチャネル（２ｕｓ、２ｄｓ）を有し、
　該端末（１１）が、
　該アップリンクデータチャネル（２ｕｓ）の終了（２６、２７）の検出時に該ＶｏＩＰ
接続に割り当てられるネットワークリソースの持続的許可を一時停止するための非活性化
制御メッセージ（２５０ｕ、２６０ｕ）及び／又は該アップリンクデータチャネル（２ｕ
ｓ）の開始（２５１ｕ、２５２ｕ）の検出時に該ＶｏＩＰ接続に割り当てられるネットワ
ークリソースの持続的許可を再発行するための再活性化制御メッセージ（２２０ｕ、２２
１ｕ）を生成し、及び
　該非活性化及び／又は再活性化制御メッセージ（２５０ｕ、２６０ｕ、２２０ｕ、２２
１ｕ）を該データチャネル（２ｕｓ）及び／又は制御チャネル（２ｕｃ）上で該基地局（
１０）に送信して該アップリンクデータチャネル（２ｕｓ）上で該ＶｏＩＰ接続に割り当
てられるネットワークリソースの該持続的許可の該一時停止及び／又は再発行をトリガす
るように適合された制御装置（１１３）を備える
ことを特徴とする端末（１１）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はパケットベースの無線接続システムの無線通信リンクを介してＶｏＩＰ接続を
提供する方法、その他無線通信リンクを介したそのようなＶｏＩＰ接続をサポートする基
地局及び端末に関する（ＶｏＩＰ＝ボイス・オーバー・インターネット・プロトコル）。
【背景技術】
【０００２】
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　ＵＭＴＳロングターム・エボリューションのような次世代パケットベースの無線システ
ムにおいて、ＶｏＩＰはサポートされるべき重要なサービスとなる（ＵＭＴＳ＝ユニバー
サル移動体通信システム）。しかし、ＶｏＩＰデータは他のパケットデータサービスとは
異なる固有のトラフィック特性を有する。ＶｏＩＰパケットは非常に小さく等しいサイズ
であり、一定の間隔で周期的に作成され、厳しい遅延及びジッタ要件に直面する。
【０００３】
　それらの特性を考慮すると、他のデータサービスのために使用されるような動的なスケ
ジューリングは大量のシグナリングオーバーヘッドをもたらすことになる。動的スケジュ
ーリングによって、特定の制御チャネルを介してスケジューラ間隔毎に明示的に１回、指
定された送信リソースにセル内の各ユーザがシグナリングされる。スケジューリングされ
るデータブロックが非常に小さく多数の場合には、実際のデータチャネルはその容量のピ
ークに達していないのに制御チャネルはその最大容量限界に達してしまう。さらに、同じ
量のリソースを一定の時間間隔に割り当てるために明示的なシグナリングが各パケットに
使用されるので、等しいサイズのＶｏＩＰパケットの動的スケジューリングは大量の冗長
シグナリングをもたらす。
【０００４】
　シグナリングのオーバーヘッドが増加する問題に対処する一つの方法は持続的スケジュ
ーリングと言われるスキームを採用することである。このスキームによると、リソースは
、特定の時間間隔での継続的送信の開始において一回のみ割り当てられる。持続的にスケ
ジューリングされた送信の間は、最初のリソース割当て後には追加的なシグナリングのオ
ーバーヘッドは必要とされず、従って制御チャネルオーバーヘッドを大幅に減らすことに
なる。
【０００５】
　持続的なスケジューリングの１つの不利な点はリソースの不十分な使用である。ＶｏＩ
Ｐデータは約５０％のサイレンスからなる。持続的にスケジューリングされたデータがＶ
ｏＩＰからなる場合に、サイレンスインジケータ（ＳＩＤ）のみがサイレンスの期間中に
非常に低いレートで送信される。これらの期間中に割当てリソースは実際のＶｏＩＰデー
タを送信しないが、他の動的にスケジュールされたデータには利用可能でない。この問題
に対処する一つの方法は、サイレンス期間の開始時に持続的割当てを明示的に再発動し、
ＶｏＩＰデータパケットが送信されなければならない持続的許可を再発行することである
。しかし、このアプローチはむしろ大きな追加的な明示的シグナリングメッセージをもた
らすことになる。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　パケットベースの無線通信システムを介したＶｏＩＰ接続を改善することが本発明の課
題である。
【０００７】
　本発明の課題はパケットベースの無線通信システムの無線通信リンクを介してＶｏＩＰ
接続を提供する方法によって達成され、その無線通信リンクは端末から基地局へのアップ
リンク（ＵＬ）伝送経路及び基地局から端末へのダウンリンク（ＤＬ）伝送経路を備え、
アップリンク及びダウンリンク伝送経路の各々は制御チャネル及び少なくとも１つのデー
タチャネルを有し、これによって当該方法は、アップリンク伝送経路及びダウンリンク伝
送経路双方でネットワークリソースを連携的にスケジューリングするために連携制御メッ
セージを生成するステップ、連携制御メッセージをダウンリンク制御チャネルで送信する
ステップ、端末で連携制御メッセージを受信するステップ、及び、受信された連携制御メ
ッセージによってトリガされて、ＶｏＩＰ接続のためのネットワークリソースの持続的許
可をアップリンク伝送経路及びダウンリンク伝送経路双方に割り当てるステップを備える
。
【０００８】
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　本発明の課題はさらに、パケットベースの無線通信システムの無線通信リンクを介して
ＶｏＩＰ接続を提供する方法によって達成され、その無線通信リンクは端末から基地局へ
のアップリンク伝送経路及び基地局から端末へのダウンリンク伝送経路を備え、アップリ
ンク及びダウンリンク伝送経路の各々は制御チャネル及び少なくとも１つのデータチャネ
ルを有し、これによって当該方法は、ネットワークリソースの持続的許可をアップリンク
伝送経路及び／又はダウンリンク伝送経路上でＶｏＩＰ接続に割り当てるステップ、アッ
プリンク及び／若しくはダウンリンクデータチャネル上でのアクティブな音声期間の終了
の検出時にＶｏＩＰ接続に割り当てられるネットワークリソースの持続的許可を一時停止
するための非活性化制御メッセージ並びに／又はアップリンク及び／若しくはダウンリン
クデータチャネル上でのアクティブな音声期間の開始の検出時にＶｏＩＰ接続に割り当て
られるネットワークリソースの持続的許可を再発行するための再活性化制御メッセージを
生成するステップ、データチャネル及び／又は制御チャネル上で非活性化及び／又は再活
性化制御メッセージを送信するステップ、基地局及び／又は端末で非活性化及び／又は再
活性化制御メッセージを受信するステップ、並びに、受信された非活性化及び／又は再活
性化制御メッセージによってトリガされて、アップリンク及び／又はダウンリンクデータ
チャネル上でＶｏＩＰ接続に割り当てられるネットワークリソースの持続的許可を一時停
止及び／又は再発行するステップを備える。
【０００９】
　本発明の課題はさらに、パケットベースの無線通信システムの無線通信リンクを介して
ＶｏＩＰ接続を提供するための基地局によって達成され、その無線通信リンクは端末から
基地局へのアップリンク伝送経路及び基地局から端末へのダウンリンク伝送経路を備え、
アップリンク及びダウンリンク伝送経路の各々は制御チャネル及び少なくとも１つのデー
タチャネルを有し、これによって当該基地局は、アップリンク伝送経路及びダウンリンク
伝送経路双方でネットワークリソースを連携的にスケジューリングするために連携制御メ
ッセージを生成し、連携制御メッセージをダウンリンク制御チャネルで無線端末に送信し
てアップリンク伝送経路及びダウンリンク伝送経路双方でＶｏＩＰ接続へのネットワーク
リソースの持続的許可の割当てをトリガするように適合された制御装置を備える。
【００１０】
　本発明の課題はまた、パケットベースの無線通信システムの無線通信リンクを介してＶ
ｏＩＰ接続を提供するための基地局によって達成され、その無線通信リンクは端末から基
地局へのアップリンク伝送経路及び基地局から端末へのダウンリンク伝送経路を備え、ア
ップリンク及びダウンリンク伝送経路の各々は制御チャネル及び少なくとも１つのデータ
チャネルを有し、これにより当該基地局は、ダウンリンクデータチャネル上でのアクティ
ブな音声期間の終了の検出時にＶｏＩＰ接続に割り当てられるネットワークリソースの持
続的許可を一時停止するための非活性化制御メッセージ及び／又はダウンリンクデータチ
ャネル上でのアクティブな音声期間の開始の検出時にＶｏＩＰ接続に割り当てられるネッ
トワークリソースの持続的許可を再発行するための再活性化制御メッセージを生成し、非
活性化及び／又は再活性化制御メッセージをデータチャネル及び／又は制御チャネル上で
端末に送信してダウンリンクデータチャネル上のＶｏＩＰ接続に割り当てられるネットワ
ークリソースの持続的許可の一時停止及び／又は再発行をトリガするように適合された制
御装置を備える。
【００１１】
　本発明の課題はさらに、パケットベースの無線通信システムの無線通信リンクを介して
ＶｏＩＰ接続を提供するための端末によって達成され、その無線通信リンクは端末から基
地局へのアップリンク伝送経路及び基地局から端末へのダウンリンク伝送経路を備え、ア
ップリンク及びダウンリンク伝送経路の各々は制御チャネル及び少なくとも１つのデータ
チャネルを有し、これにより当該端末は、アップリンク伝送経路及びダウンリンク伝送経
路双方でネットワークリソースをダウンリンク制御チャネルを介して連携的にスケジュー
リングするために生成された連携制御メッセージを受信し、受信された連携制御メッセー
ジにトリガされてアップリンク伝送経路及びダウンリンク伝送経路双方でＶｏＩＰ接続に
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ネットワークリソースの持続的許可を割り当てるように適合された制御装置を備える。
【００１２】
　そして、本発明の課題はパケットベースの無線通信システムの無線通信リンクを介して
ＶｏＩＰ接続を提供するための端末によって達成され、その無線通信リンクは端末から基
地局へのアップリンク伝送経路及び基地局から端末へのダウンリンク伝送経路を備え、ア
ップリンク及びダウンリンク伝送経路の各々は制御チャネル及び少なくとも１つのデータ
チャネルを有し、これにより当該端末は、アップリンクデータチャネル上でのアクティブ
な音声期間の終了の検出時にＶｏＩＰ接続に割り当てられるネットワークリソースの持続
的許可を一時停止するための非活性化制御メッセージ及び／又はアップリンクデータチャ
ネル上でのアクティブな音声期間の開始の検出時にＶｏＩＰ接続に割り当てられるネット
ワークリソースの持続的許可を再発行するための再活性化制御メッセージを生成し、非活
性化及び／又は再活性化制御メッセージをデータチャネル及び／又は制御チャネル上で基
地局に送信してアップリンクデータチャネル上でＶｏＩＰ接続に割り当てられるネットワ
ークリソースの持続的許可の一時停止及び／又は再発行をトリガするように適合された制
御装置を備える。
【００１３】
　ダウンリンクとは基地局から端末へ送信されるデータ及び／又は制御メッセージの伝送
方向をいい、アップリンクとはその逆方向をいう。
【００１４】
　本発明はＶｏＩＰ接続における制御トラフィックを低減するのに役立つ。制御シグナリ
ングオーバーヘッドはアップリンク及びダウンリンクの連携持続的割当てによってＶｏＩ
Ｐユーザに対して最小化される。スペクトル効率は制御シグナリングオーバーヘッドを減
らすこと並びにサイレンスの期間において持続的にスケジュールされた物理リソースの速
い非活性化及び再活性化によって増加する。結果として、より多くのＶｏＩＰユーザが移
動体通信システムにおいてサポートされることができる。
【００１５】
　本発明は無線ＶｏＩＰ通信における物理層の重要な側面をカバーする。特に、無線Ｖｏ
ＩＰ送信のための効率的な物理リソース割当てを提供する。本発明は、持続的スケジュー
リングによってシグナリングオーバーヘッドを減らす一方で、サイレンス期間における持
続的リソース割当てを一時的に非活性化すること、及びサイレンス期間における通信シス
テムのリソースを割当て解除することの柔軟性をそれぞれ担保する。
【００１６】
　アップリンク及びダウンリンクを持続的にスケジューリングするために２つの個別の許
可を発行する替わりに、本アプローチはアップリンク及びダウンリンクを単一の制御チャ
ネルメッセージにおいて同時にスケジューリングする。これは、アップリンク及びダウン
リンクについての連携的持続的リソース割当てのために新たなメッセージがダウンリンク
制御チャネルで使用されるように規定されることを意味する。連携制御メッセージは関与
する基地局及び端末がネットワークリソースのスケジューリングされた割当てに従うよう
にトリガする。連携制御メッセージはネットワークリソースの割当てのパラメータを指定
することができ、即ち、データ送信が実行されるときに例えば周波数範囲及び１以上の時
間間隔を指定する。関与する接続機器、即ち、基地局及び端末はこれらのパラメータを送
信及び受信の機能のために採用する。連携制御メッセージは基地局及び端末に、データパ
ケットを受信及び送信するための基地局及び端末についての条件バインディングを特定す
る送信及び受信パラメータ、例えば、時間間隔及び周波数範囲を示す。
【００１７】
　更なる有利な効果が従属請求項に示す発明の実施例によって実現される。
【００１８】
　発明の好適な実施例によると、連携制御メッセージは端末の識別を一度だけ含む。従っ
て、連携制御メッセージはユーザ機器（ＵＥ）ＩＤを一度だけ含み（ＩＤ＝識別／識別子
）、それぞれのユーザのアドレスを２回送信しなければならないオーバーヘッドを節約す
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る。ダウンリンク及びアップリンク許可が単一のメッセージを介して発行される場合、Ｕ
ＥのＩＤ及び送信期間が一度だけ送信され、ＣＲＣ（サイクリック冗長チェック）が一度
だけ計算されればよい。
【００１９】
　好ましくは、送信の時間間隔がＶｏＩＰ接続のアップリンク伝送経路及びダウンリンク
伝送経路の双方について等しい場合、１つの時間間隔フィールドのみが連携制御メッセー
ジに含まれ、これはＶｏＩＰには非常によくあることである。連携制御メッセージに一度
だけ時間間隔フィールドを送信してアップリンク及びダウンリンク双方についてそれを使
用することによって他の冗長フィールドを節約する。
【００２０】
　好ましくは、アップリンク及び／又はダウンリンク伝送経路において、データチャネル
を介して伝送されるデータパケットに非活性化制御メッセージが添付される。基地局又は
端末は、データパケットに添付されたこの非活性化制御メッセージを受信する時に、アッ
プリンク及び／又はダウンリンクデータチャネルにおいて割り当てられたネットワークリ
ソースの使用を中断し、他の通信接続に対してネットワークリソースを解放する。
【００２１】
　非活性化／活性化制御メッセージは、サイレンス期間の検出時に持続的許可を非活性化
し、アクティブな音声データ期間が再び始まると持続的許可を再活性化するように使用さ
れ得る非常に小さい制御メッセージである。これらの非活性化／再活性化メッセージのサ
イズは単一のビットと同じくらい小さくできる。アップリンク及びダウンリンクにおける
非活性化制御メッセージはアクティブな音声期間の最後のデータセグメント上に付加（ピ
ギーバック）されるか、あるいはサイレンス期間を示す最初のＳＩＤに付加されることが
できる。その後、アップリンクにおける制御情報（例えば、ＣＱＩ＝チャネル品質情報）
が制御チャネルを介して送信される。但し、（少なくともこの無線ベアラについては）ユ
ーザデータではない。
【００２２】
　サイレンス期間前に持続的にスケジューリングされたリソースを介して送信される明示
的メッセージを用いることによって、アップリンク又はダウンリンクにおいて非活性化メ
ッセージが送信されることが可能となる。
【００２３】
　アップリンク方向において持続的許可を再活性化するために、再活性化メッセージは他
の制御チャネルメッセージに付加されることができる。好適には、再活性化制御メッセー
ジはアップリンク伝送経路において、端末から基地局への制御チャネルを介して伝送され
る制御メッセージ、特に、チャネル品質に関する制御メッセージ、例えば、ＣＱＩメッセ
ージに付加される。基地局がデータメッセージ又は制御メッセージに添付されたこの再活
性化制御メッセージを受信すると、基地局はアップリンクデータチャネル上でＶｏＩＰ接
続に割り当てられるネットワークリソースの持続的許可を再発行する。好ましくは、ネッ
トワークリソースの許可は非活性化制御メッセージの受信の後に完全には削除されておら
ず、再活性化制御メッセージを受信すると簡単に再活性化できる一時停止状態に維持され
ている。但し、ネットワークリソースの許可が非活性化制御メッセージの受信後に完全に
再発動され、再活性化制御メッセージを受信すると新たに生成されなければならないよう
にすることも可能である。
【００２４】
　発明の好適な実施例によると、再活性化メッセージが添付され得る制御チャネルメッセ
ージが送信されない場合、明示的な再活性化メッセージがアップリンク制御チャネルを介
して送信されることができる。再度になるが、この明示的な再活性化メッセージはそれで
も完全なスケジューリングリクエストよりは十分小さい。基地局が明示的な再活性化制御
メッセージを受信すると、基地局はアップリンクデータチャネルでＶｏＩＰ接続に割り当
てられるネットワークリソースの持続的許可を再発行する。
【００２５】
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　好ましくは、ダウンリンク許可を再活性化するために、同様の明示的メッセージがダウ
ンリンク制御チャネルを介して送信される。ここで、再活性化制御メッセージはダウンリ
ンク伝送経路において、基地局から端末に送信される他の制御メッセージとは独立して明
示的な制御メッセージとして送信される。端末がこの再活性化制御メッセージを受信する
と、端末はダウンリンクデータチャネル上でＶｏＩＰ接続に割り当てられるネットワーク
リソースの持続的許可を再発行する。好ましくは、端末は非活性化制御メッセージを受信
してもネットワークリソースの許可を完全には削除しておらず、この許可を、再活性化制
御メッセージを受信すると簡単に再活性化できるような一時停止状態にする。再度になる
が、ダウンリンク制御チャネルに送信されるこの再活性化メッセージはネットワークリソ
ースの新たな持続的許可よりも十分小さい。
【００２６】
　好ましくは、サイレンス期間における持続的にスケジューリングされたリソースの一時
的な非活性化のために使用される非活性化制御メッセージはデータ送信チャネルにおける
同帯域で送信される。再活性化制御メッセージはダウンリンク及びアップリンクに持続的
にスケジューリングされたリソースの速い再活性化を提供し、アップリンク同期又はチャ
ネル品質情報（ＣＱＩ）を維持するために行われる他のアップリンク送信に付加される、
アップリンク制御チャネルで送信される再活性化制御メッセージは、アップリンクでのネ
ットワークリソースの再活性化のための速いリクエストを提供する。
【００２７】
　本発明のこれらその他の特徴及び有利な効果は、添付の図面との関連を考慮して好適な
実施例の以降の詳細な説明を読むことによってより良く理解される。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】図１は通信システムのブロック図である。
【図２】図２は基地局と端末間の無線通信リンクの概略図である。
【図３】図３は本発明による基地局及び端末の詳細を示すブロック図である。
【図４】図４は本発明による例示の連携制御メッセージの詳細を示す表である。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
　図１はパケットベースの無線通信システム１、基地局１０、無線移動体端末１１、並び
にダウンリンク制御チャネル２ｄｃ、アップリンク制御チャネル２ｕｃ、ダウンリンクデ
ータチャネル２ｄｓ及びアップリンクデータチャネル２ｕｓからなる基地局１０と端末１
１間の無線通信リンク２を示す。符号２ｄｓ及び２ｕｓにおける文字「ｓ」はデータチャ
ネルに送信されるデータが「音声（ｓｐｅｅｃｈ）」であることを示す。好ましくは、無
線通信リンク２はＶｏＩＰ通信リンクである。
【００３０】
　パケットベースの無線通信システム１は、パケットベースの通信データの移送に適した
任意のネットワーク、例えば、ＵＭＴＳネットワークのシステムであればよい。基地局１
０はエアインターフェイスを介した無線通信リンク２のための送信及び受信機能を与える
。基地局１０は無線端末１１に他の無線通信ネットワーク若しくは有線データネットワー
ク、ＰＳＴＮ（公衆交換電話網）のような電話ネットワーク、又は結合されたＩＰベース
のデータ／電話ネットワークへの接続を与える。移動体端末１１はエアインターフェイス
を介して基地局１０と相互通信するための全ての送信及び受信機能を備える。端末１１は
、ＳＩＰプロトコルによって制御されるＶｏＩＰ通信による電話サービスを提供するＩＰ
電話である（ＳＩＰ＝セッション開始プロトコル）。
【００３１】
　ダウンリンク制御チャネル２ｄｃ及びダウンリンクデータチャネル２ｄｓはダウンリン
ク伝送経路を表し、アップリンク制御チャネル２ｕｃ及びアップリンクデータチャネル２
ｕｓはアップリンク伝送経路を表す。
【００３２】
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　図２は無線通信リンク２での制御メッセージ及びデータメッセージのフロー、即ち、Ｖ
ｏＩＰ接続を例示する。図２はダウンリンク制御チャネル２ｄｃ、アップリンク制御チャ
ネル２ｕｃ、ダウンリンクデータチャネル２ｄｓ及びアップリンクデータチャネル２ｕｓ
を示す。ダウンリンクとは送信側が基地局１０であり、受信側が端末１１であることを意
味する。アップリンクとは送信側が端末１１であり、受信側が基地局１０であることを意
味する。
【００３３】
　まず、基地局１０は、アップリンク伝送経路及びダウンリンク伝送経路の双方でのＶｏ
ＩＰ接続２へのネットワークリソースの持続的許可の割当てのための連携制御メッセージ
２０ｄをダウンリンク制御チャネル２ｄｃで送信する。基地局１０はデータパケット２３
ｄをダウンリンクデータチャネル２ｄｓ上で送信し、端末１１はデータパケット２５ｕを
アップリンクデータチャネル２ｕｓ上で送信する。データパケットの送信と並行して、端
末１１は制御メッセージ２２ｕをアップリンク制御チャネル２ｕｃ上で送信し、この制御
メッセージ２２ｕは制御情報、例えば、ＣＱＩを含む。
【００３４】
　基地局１０はダウンリンクデータパケットストリームにおけるサイレンス期間２４を検
出し、基地局１０は非活性化制御メッセージ２３０ｄをアクティブな音声期間２３ｄの最
後のデータパケットに添付する。従って、サイレンス期間２４中は、ダウンリンクチャネ
ル２ｄｓ上のネットワークリソースは他の通信接続のために再使用され得る。同様に、端
末がデータストリーム２ｕｓにおけるサイレンス期間２６を検出すると、端末は非活性化
制御メッセージ２５０ｕをアップリンクデータストリーム２５ｕにおいて送信された最後
のデータパケットに添付する。同様に、アップリンクデータチャネル２ｕｓ上のネットワ
ークリソースはサイレンス期間２６中に他の通信接続のために再使用され得る。
【００３５】
　アクティブな音声ストリームがデータパケット２５１ｕで再び開始することを端末が検
出した場合、端末は再活性化制御メッセージ２２０ｕをアップリンク制御チャネル２ｕｃ
で送信された制御メッセージに添付する。基地局がサイレンス期間２４の終了及びデータ
パケット２３１ｄの再開を検出した場合、基地局１０は明示的な再活性化制御メッセージ
２１ｄをダウンリンク制御チャネル２ｄｃ上で送信する。この再活性化制御メッセージ２
１ｄは端末１１に、ネットワークリソースの一時停止された許可を以前のＶｏＩＰ接続に
再割当てするように通知する。
【００３６】
　しばらくして、端末１１は再びサイレンス期間２７を検出し、その結果、以前のアクテ
ィブな音声期間中に送信された最後のデータパケットにアップリンクデータチャネル２ｕ
ｓ上で非活性化制御メッセージ２６０ｕを添付する。この非活性化制御メッセージは、基
地局１０が解放ネットワークリソースを他の通信接続のために再使用できるように、サイ
レンス期間２７について基地局１０に通知する。アップリンクデータチャネル２ｕｓ上で
データパケット２５２ｕの再開の検出時に、端末１１は再活性化制御メッセージ２２１ｕ
をアップリンク制御チャネル２ｕｃ上で送信する。まさにこの瞬間に送信されるべき標準
制御メッセージ、例えばＣＱＩメッセージがないので、端末１１は、アップリンク制御チ
ャネル２ｕｃ上で他の制御メッセージ２２ｕから独立して送信される明示的な再活性化制
御メッセージ２２１ｕを送信する。
【００３７】
　図３は本発明による基地局及び端末の実施例を与える。基地局１０はアンテナ１０１及
び通信インターフェイス１０２、制御装置１０３、並びにメモリ１０４を有する送受信機
からなる。端末１１はアンテナ１０１及び通信インターフェイス１０２、制御装置１０３
、メモリ１０４、並びに入力／出力装置１１５を有する送受信機からなる。基地局１０及
び端末１１の送受信機によって、基地局１０と端末１１はエアインターフェイス２０１を
介して相互に通信する。
【００３８】
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　基地局１０の制御装置１０３は連携制御メッセージを送信するとともに非活性化及び／
又は再活性化メッセージを送信及び受信するように適合されている。メモリ１０４は連携
制御メッセージを生成するステップ並びに非活性化及び／又は再活性化制御メッセージを
生成するステップを実行するためにコンピュータプログラム製品を保持する。制御装置１
０３は、ハードウェアプラットフォーム、ハードウェアプラットフォームに基づくソフト
ウェアプラットフォーム、並びにソフトウェア及びハードウェアプラットフォームによっ
て形成されるシステムプラットフォームによって実行される１以上のアプリケーションプ
ログラムである１又は幾つかの相互リンクされたコンピュータからなる。制御装置１０３
の機能はこれらのアプリケーションプログラムの実行によって提供される。アプリケーシ
ョンプログラム又はこれらのアプリケーションプログラムの選択部分は、システムプラッ
トフォームで実行されるときに上記の接続制御を提供するコンピュータソフトウェア製品
を構成する。さらに、そのようなコンピュータソフトウェア製品はこれらのアプリケーシ
ョンプログラム又はアプリケーションプログラムの前記選択部分を記憶する記憶媒体１０
４によって構成される。
【００３９】
　端末１１の制御装置１１３は連携制御メッセージを受信するとともに非活性化及び／又
は再活性化メッセージを送信及び受信するように適合されている。
【００４０】
　メモリ１０４は再活性化／非活性化制御メッセージを生成するステップを実行するため
のコンピュータプログラム製品を保持する。制御装置１１３は、ハードウェアプラットフ
ォーム、ハードウェアプラットフォームに基づくソフトウェアプラットフォーム、並びに
ソフトウェア及びハードウェアプラットフォームによって形成されるシステムプラットフ
ォームによって実行される１以上のアプリケーションプログラムである１又は幾つかの相
互リンクされたコンピュータからなる。制御装置１１３の機能はこれらのアプリケーショ
ンプログラムの実行によって提供される。アプリケーションプログラム又はこれらのアプ
リケーションプログラムの選択部分は、システムプラットフォームで実行されるときに上
記の接続制御を提供するコンピュータソフトウェア製品を構成する。さらに、そのような
コンピュータソフトウェア製品はこれらのアプリケーションプログラム又はアプリケーシ
ョンプログラムの前記選択部分を記憶する記憶媒体１０４によって構成される。
【００４１】
　図４はアップリンク伝送経路及びダウンリンク伝送経路双方にネットワークリソースを
連携的にスケジューリングするための連携制御チャネルメッセージの実施例の詳細フォー
マットを示す。
【００４２】
　図４で与える表は例示のメッセージのフィールドを指定し、そのフィールドについての
情報を提供する。列４０はフィールドが分類される情報カテゴリ１から３を示し、列４１
はアップリンク（ＵＬ）及び／又はダウンリンク（ＤＬ）経路に関する参照を与え、列４
２はフィールドのコンテンツを記載し、列４３は単位「ビット」でフィールドのサイズを
指定し、列４４はコメントを示す。
【００４３】
　列４２において、ＰＲＢは物理リソースブロックを意味し、ＭＩＭＯはマルチ入力マル
チ出力を意味し、ＨＡＲＱはハイブリッド自動反復リクエストを意味し、ＣＲＣはサイク
リック冗長チェックを意味する。
【００４４】
　列４４において、ＲＢは無線帯域を意味し、ＲＶＮは冗長バージョン番号を意味し、Ｎ
ＤＩは新たなデータインジケータを意味し、ＵＥはユーザ機器を意味する。
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